
 

 

 

 

探索活動を通して、様々なものと出合い、 

十分に関わりながら、探求する面白さを味わう 

秋は、落ち葉やどんぐりなどの自然物がたくさん！落ち葉ひとつとっても、じっくり観察し

たり、つまんでみたり、ピリピリとちぎってみたり、ふわふわと踏んでみたり… 

いろいろな関わり方で、五感をつかって落ち葉との関わりを楽しむ姿がありました。 

たくさん探索に行く中で、和泉公園は特に子どもたちの大好きな場所になりました。じゃぶ

じゃぶ池エリアでは、子どもたちに大人気の排水溝があって、自分が走っていくことによっ

て音が鳴るということに気が付き、それが楽しくて何往復もする姿がありました。また、じ

ゃぶじゃぶ池の噴水口も魅力的な場所のよう。穴が空いていることに気が付き、指を入れて

みたり、落ち葉や小石を入れてみたり、取り出してみたり…さまざまなことに気づき、感じ、

試してみる姿がありました。同じ場所での探索を繰り返す中で、以前発見したことを、子ど

もたちの中で振り返りながら、関わったり、今度はこうするとどうなるのだろうと試してみ

たり、探究がより深まっていきました。 


